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生産履歴記帳運動

※
草
刈
り
作
業
は
、
で
き
る
だ
け
地
域
や

集
落
で
ま
と
ま
っ
て
、
一
斉
に
作
業
を
行

う
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

５
．表
層
は
く
離
やア

オ
ミ
ド
ロ
等
の
防
除

　

表
層
は
く
離
や
ア
オ
ミ
ド
ロ
等
の
発
生

が
多
い
と
、
地
温
や
水
温
が
低
下
し
、
生

育
が
抑
制
さ
れ
ま
す
。

　

で
き
る
だ
け
発
生
が
多
く
な
る
前
か

ら
、
気
温
の
低
い
早
朝
や
雨
の
日
の
水
の

入
れ
替
え
を
基
本
と
し
ま
す
。

　

水
管
理
で
は
効
果
が
十
分
で
な
い
場
合

は
モ
ゲ
ト
ン
剤
等
を
散
布
し
ま
す
。

６
．ば
か
苗
病
株
の
早
期
発
見
と

早
期
抜
き
取
り
に
御
協
力
を

　

種
子
伝
染
性
の
病
害
で
あ
る
ば
か
苗
病

株
は
、
６
月
中
～
下
旬
頃
に
ほ
場
で
の
発

生
が
見
ら
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。
早
期

の
抜
き
取
り
に
御
協
力
を
お
願
い
し
ま

す
。

作

稲
１
．分
げ
つ
を
早
期
に
確
保
す
る

水
管
理
と
適
期
の
中
干
し

　

高
品
質
・
良
食
味
米
の
安
定
生
産
に
は
、

強
勢
茎
主
体
に
穂
数
を
確
保
す
る
こ
と
が

重
要
で
す
。

　

そ
の
た
め
６
～
９
葉
期
に
発
生
す
る
一

次
分
げ
つ
を
確
実
に
確
保
す
る
水
管
理
が

ポ
イ
ン
ト
と
な
り
ま
す
。

①
分
げ
つ
の
発
生
を
促
進
す
る
た
め
浅
水

管
理
と
し
、
水
温
・
地
温
を
高
め
、
気

温
日
較
差
は
大
き
く
な
る
よ
う
に
し

ま
す
。
か
ん
が
い
は
水
温
の
低
い
早

朝
に
、
短
時
間
で
行
い
ま
し
ょ
う
。

②
㎡
当
た
り
茎
数
４
０
０
～
４
５
０
本（
70

株
／
坪
で
20
本
前
後
）を
確
保
し
た

時
点
が
、
中
干
し
開
始
の
目
安
で
す
。

　

平
年
で
は
６
月
25
日
頃
で
す
が
、

ほ
場
の
状
況
を
よ
く
確
認
し
て
行
っ

て
く
だ
さ
い
。

　
　

な
お
、
排
水
不
良
で
中
干
し
の
効

果
が
不
十
分
と
な
り
や
す
い
ほ
場
で
、

畦
畔
に
十
分
な
高
さ
が
あ
る
場
合
は
、

中
干
し
時
期
に
水
深
15
㎝
に
保
つ
こ

と
で
分
げ
つ
の
発
生
を
抑
制
で
き
ま

す
。
そ
の
後
は
中
干
し
を
実
施
し
ま

す
が
、
幼
穂
形
成
期
前
ま
で
に
終
了

し
ま
す
。

③
中
干
し
は
、
７
～
10
日
間
程
度
と
し
、

ほ
場
に
軽
く
亀
裂
が
入
り
足
跡
の
つ

く
程
度
と
し
ま
す
。

④
中
干
し
に
併
せ
溝
切
り
を
す
る
こ
と

で
、
そ
の
後
の
水
管
理（
間
断
か
ん
が

い
・
カ
ド
ミ
ウ
ム
吸
収
を
抑
え
る
湛

水
管
理
終
了
後
の
排
水
作
業
）
や
秋

作
業
が
ス
ム
ー
ズ
と
な
り
ま
す
の
で
、

積
極
的
に
実
施
し
ま
し
ょ
う
。

２
．補
植
済
み
余
り
苗
は
直
ち
に
処
分

　

補
植
用
余
り
苗
で
は
い
も
ち
病
が
発
生

し
や
す
く
、
周
辺
ほ
場
へ
の
強
力
な
伝
染

源
と
な
り
ま
す
。

ほ
場
に
放
置
さ
れ
て
い
る
苗
が
散
見
さ
れ

ま
す
の
で
直
ち
に
処
分
し
て
く
だ
さ
い
。

３
．い
も
ち
予
防

（
オ
リ
ゼ
メ
ー
ト
）粒
剤
施
用

　

オ
リ
ゼ
メ
ー
ト
粒
剤
は
初
期
の
発
病
を

抑
え
る
こ
と
で
、
そ
の
後
の
葉
い
も
ち
の

発
生
や
穂
い
も
ち
の
伝
染
源
を
減
少
さ
せ

ま
す
。
箱
粒
剤
や
側
条
施
用
剤
を
使
用
し

な
か
っ
た
場
合
は
、
６
月
15
日
頃（
６
月

12
～
18
日
）に
10
ａ
当
た
り
３
㎏
を
散
布

し
ま
す
。
湛
水
状
態
で
散
布
し
、
散
布
後

４
～
５
日
間
は
入
水
せ
ず
、
７
日
間
は
落

水
や
掛
け
流
し
は
避
け
て
く
だ
さ
い
。

４
．斑
点
米
カ
メ
ム
シ
類
の

生
息
地
を
減
ら
す
雑
草
管
理

　

斑
点
米
を
発
生
さ
せ
る
主
要
種
は
ア
カ

ス
ジ
カ
ス
ミ
カ
メ
で
、
ア
カ
ヒ
ゲ
ホ
ソ
ミ

ド
リ
カ
ス
ミ
カ
メ
が
混
発
す
る
こ
と
も
あ

り
ま
す
。

　

ア
カ
ス
ジ
カ
ス
ミ
カ
メ
は
イ
ネ
科
雑
草

等
で
繁
殖
し
ま
す
の
で
、
密
度
を
抑
制
す

る
た
め
、
出
穂
前
ま
で
に
畦
畔
や
農
道
、

休
耕
田
等
で
餌
と
な
る
穂
を
付
け
さ
せ
な

い
雑
草
管
理
が
重
要
で
す
。

　

ま
た
、
ほ
場
内
に
イ
ネ
科
や
カ
ヤ
ツ
リ

グ
サ
科
の
雑
草
が
あ
る
と
成
虫
の
侵
入
を

助
長
す
る
の
で
、
ほ
場
内
の
雑
草
対
策
も

徹
底
し
て
く
だ
さ
い
。

中干し・溝掘り

○中干し期間
　（７～10日程度）
○軽くキレツが入り、　
　足跡がつく程度
○溝切りの実施

中干し後の管理

溝切りを活用した間断
かん水の実施

㎡当たり茎数

目安440本 /㎡程度
○21.2 株 /㎡
　（坪70株）の場合
→平均茎数21本 /株
○18.2 株 /㎡
　（坪60株）の場合
→平均茎数24本 /株

中干し開始時期

○440本 /㎡以上
→直ちに中干し

○440本 /㎡下回る
→浅水管理や間断かん
水で茎数確保

　カドミウム汚染米発生が懸念される地域では、出穂前後各３週間（平年７月15日～８月25日）
の湛水管理を徹底して、カドミウムの吸収を抑制しましょう。
１）中干し時期に溝切りを行い、水管理が簡単にできるようにする。
２）中干しは土が湿っていて足跡がつく程度とし、７～10日で終える。
３）出穂前後各３週間は田面に常に水が張られた状態を保ち、中干し後に土壌表面が乾燥するよ
     うな水管理は行わない。

【６月25日頃の茎数と中干し時期の目安】

◆安全安心な農産物づくり推進協議会◆

「栽培協定書」は
必ず６月末までに提出してください！！
６月外務の配布物
・きゅうり・小なすの生産履歴記帳用紙
・生産者にとって記録を取ることは「当たり前」
言われなくても提出する意識を持ちましょう。

６月は ・初夏穫りキャベツ・きぬさや・ふき
の生産履歴用紙、提出時期です！！
◎生産履歴用紙は出荷する３日前までに提出しましょう！
記録をとることは面倒ですが・・・・
皆さんが作っているのは「食品」です。
自分は「安全な食品」を作っているよ！と「証明」するための栽培
記録が生産履歴です。
カレンダーを活用して日々の作業を記録するだけで生産履歴用紙の
記入が楽になります。
～作業が終わったら、カレンダーに記録を残す習慣をつけましょう～

生産履歴記帳用紙　回収状況（５月28日現在）
　春　 ね　 ぎ　　　　15名／43名
　露地アスパラ　　　　２名／９名
作業が忙しいと思いますが、早めの提出を心掛けて下さ
い！！
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牡羊座（3・21〜 4・19）　感情的になりやすい傾向がチラリ。深呼吸で冷静さを取り戻して。ハンドメードを楽しむのも良い気晴らしに
今月のあなたの運勢（2014 年７月）


